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1令和４年度隠岐広域連合の取り組み

〜「
安
全
・
安
心
の
生
活
」確
保

「
地
域
振
興
」の一層
の
充
実
を
め
ざ
し
て
〜

　

令
和
４
年
度
の
隠
岐
広
域
連
合
事
業
全
般
に
わ
た
る
方

針
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対

応
を
十
分
に
考
慮
し
つ
つ
、
引
き
続
き
「
第
４
次
隠
岐
広

域
連
合
広
域
計
画
」
に
基
づ
き
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
で

円
滑
な
事
業
運
営
を
進
め
ま
す
。

　

各
事
業
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
隠
岐
広
域
連
合
の
使

命
を
果
た
す
べ
く
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
検
証
・
検
討
を

進
め
、
大
胆
な
施
策
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
広
域
行
政

が
円
滑
に
推
進
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

隠
岐
航
路
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
隠
岐
航

路
振
興
協
議
会
な
ど
に

お
い
て
、
指
定
管
理
者

で
あ
る
隠
岐
汽
船
株
式

会
社
及
び
関
係
機
関
と

協
議
・
連
携
を
図
る
と

と
も
に
、
隠
岐
島
の
発

展
の
た
め
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

利
活
用
な
ど
の
検
討
を

進
め
、
利
便
性
に
優
れ

た
隠
岐
航
路
を
目
指
し

て
取
り
組
み
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
憩
い
の
家
ス
プ
リ

ン
ク
ラ
ー
設
置
工
事
及
び
児
童
棟
空
調
設
備
更
新
工
事
等

を
行
い
、
利
用
者
の
生
活
環
境
並
び
に
就
労
環
境
の
改
善

令
和
4
年
度 

隠
岐
広
域
連
合
の
取
り
組
み

隠
岐
航
路
事
業

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
４
年
度
か
ら
５

年
間
、
第
３
期
目
の
指
定
管
理

期
間
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
今

後
も
、
隠
岐
圏
域
の
障
が
い
者

福
祉
の
中
核
施
設
と
し
て
の
機

能
・
体
制
の
維
持
と
、
利
用
者

へ
の
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
や
保
護
者
の
想
い
を
大
切
に

し
、
よ
り
効
率
的
か
つ
効
果
的

な
運
営
と
施
設
づ
く
り
を
指
定

管
理
者
で
あ
る
社
会
福
祉
法
人

博
愛
と
と
も
に
進
め
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
は
、
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
工
事
及
び
客
室
テ

レ
ビ
更
新
事
業
等
を
行
い
、
利
用
者
の
安
全
管
理
及
び
満

足
度
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
指
定
管
理
者

で
あ
る
株
式
会
社
隠
岐
商
事

と
の
連
携
や
協
議
を
は
じ
め
、

関
係
機
関
と
調
整
を
図
り
な

が
ら
、
利
用
者
に
選
ば
れ
る

魅
力
あ
る
施
設
運
営
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
は
創
設
以
来
22
年
が
経
過
、サ
ー
ビ
ス
利

用
者
は
制
度
創
設
時
の
３
倍
を
超
え
、サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業

所
数
も
確
実
に
増
加
、介
護
が
必
要
な
高
齢
者
の
生
活
の
支

え
と
し
て
定
着
、発
展
し
て
い
ま
す
。一
方
、総
人
口
が
減
少

に
転
じ
る
中
、
特
に
75
歳
以
上
の
占
め
る
割
合
は
増
加
し
、

2
0
2
5
年
以
降
は
、高
齢
者
の
急
増
か
ら
現
役
世
代
の
急

減
に
局
面
が
変
化
し
、介
護
に
携
わ
る
人
材
の
確
保
が
厳
し

く
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

隠
岐
圏
域
に
お
き
ま
し
て
は
、高
齢
者
人
口
が
緩
や
か
に

減
少
し
ま
す
が
、
75
歳
以
上
人
口
は
徐
々
に
増
加
し
、

2
0
3
5
年
に
は
高
齢
者
の
う
ち
、70
％
以
上
の
方
が
後
期

高
齢
者
と
な
り
ま
す
。加
え
て
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
が

予
想
さ
れ
て
お
り
、こ
れ
ら
を
見
据
え
た
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の

整
備
及
び
人
材
確
保
対
策
の
強
化
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
は
、地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
推
進
す
る

観
点
か
ら
、「
第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」に
基
づ
き
、
隠

岐
４
町
村
と
連
携
を
深
め
な
が
ら
、自
立
支
援
、介
護
予
防
・

重
度
化
防
止
の
推
進
を
積
極
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、地
域

の
高
齢
者
介
護
を
支
え
る
人
的
基
盤
の
確
保
及
び
介
護
業

務
の
効
率
化
に
係
る
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
で
、

地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
給
付
の
適
正
化
に
努
め
、
保
険
料
の
収
納
に

つ
い
て
は
、
全
庁
で
の
取
り
組
み
を
継
続
し
、
皆
で
支
え
合

う
介
護
保
険
制
度
の
基
本
理
念
に
沿
っ
て
、よ
り
公
平
性
を

維
持
す
る
た
め
に
収
納
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

病
院
事
業
に
つ
い
て
は
、「
島
根
県
地
域
医
療
構
想
」
及

び
、病
院
ご
と
に
策
定
し
た「
新
公
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」に

基
づ
き
、安
全
・
安
心
の
医
療
提
供
体
制
の
確
立
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

一
方
で
、２
年
前
か
ら
社
会
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
は
、変

異
株
に
よ
り
何
度
も
感
染
拡
大
を
繰
り
返
し
、先
行
き
の
見

え
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、島
民
を
守
る
た
め
の
最

後
の
砦
と
の
思
い
を
強
く
持
ち
、
関
係
者
一
丸
と
な
っ
て

日
々
の
難
局
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

医
師
招
聘
に
つ
い
て
は
、
島
根
県
は
元
よ
り
、
大
学
等
と

の
円
滑
な
連
携
体
制
の
構
築
に
、よ
り
一
層
尽
力
し
医
師
招

聘
対
策
を
強
化
し
ま
す
。

　

ま
た
、看
護
師
等
の
医
療
従
事
者

確
保
対
策
に
つ
い
て
は
、隠
岐
出
身

関
係
者
と
の
連
携
及
び
情
報
収
集

を
強
化
す
る
と
と
も
に
、幅
広
い
情

報
発
信
や
ア
プ
ロ
ー
チ
を
図
り
、人

員
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

精
神
科
医
療
提
供
体
制
に
つ
い

て
は
、令
和
４
年
度
も
現
状
の
体
制

を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
こ

ろ
で
す
が
、引
き
続
き
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
、鳥
取
大
学
も
参
画
し

て
い
る
隠
岐
圏
域
精
神
科
医
療
支
援
連
絡
会
議
を
軸
に
、精

神
科
医
療
提
供
体
制
の
維
持
・
充
実
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。

【
隠
岐
島
前
病
院
事
業
】

　

令
和
４
年
度
の
診
療
体
制
に
つ
い
て
は
、常
勤
医
師
及
び

非
常
勤
医
師
に
よ
る
８
診
療
科
を
継
続
、ま
た
医
師
免
許
取

得
後
10
年
以
上
の
経
験
を
有
す
る
２
名
を
含
め
た
４
名
の

研
修
受
け
入
れ
を
実
施
す
る
こ
と
で
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
へ
の
対
応
や
宿
当
直
業
務
な
ど
常
勤
医
師
の
負

担
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、将
来
の
常
勤
医
師
確
保
に
繋
げ

て
い
き
ま
す
。

　

医
療
ス
タ
ッ
フ
に
つ
い
て
は
、看
護
師
４
名
を
採
用
し
ま

し
た
が
、今
後
も
産
休
・
育
休
や
定
年
退
職
な
ど
が
見
込
ま

れ
て
お
り
、看
護
助
手
や
調
理
員
も
不
足
し
て
い
る
状
況
の

た
め
、
引
き
続
き
全
国
に
向
け
た
情
報
発
信
や
、
院
内
及
び

院
外
研
修
等
に
よ
る
人
材
育
成
に
取
り
組
み
、島
前
地
域
の

中
核
病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。

【
隠
岐
病
院
事
業
】

　

令
和
４
年
度
の
診
療
体
制
に
つ
い
て
は
、
島
根
県
、
大
学

等
の
支
援
を
い
た
だ
き
、常
勤
医
師
及
び
非
常
勤
医
師
に
よ

る
17
診
療
科
を
維
持
し
ま
す
。

　

医
療
ス
タ
ッ
フ
に
つ
い
て
は
、看
護
師
及
び
臨
床
検
査
技

師
の
定
数
が
確
保
で
き
ず
、
特
に
看
護
師
に
つ
い
て
は
、
派

遣
会
社
を
活
用
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、今

後
も
継
続
し
ま
す
。

　

医
師
を
は
じ
め
と
し
た
医
療
従
事
者
の
確
保
に
向
け
、
情

報
発
信
や
交
流
会
等
の
開
催
な
ど
関
係
機
関
と
協
力
し
な
が

ら
、選
ば
れ
る
病
院
づ
く
り
に
継
続
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

病
院
経
営
に
つ
い
て
は
、
厳
し
い
経
営
状
況
が
続
く
中
、

経
営
改
革
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
導
入
に
お
け
る
計
画
策
定
か

ら
実
行
支
援
ま
で
の
３
ヵ
年
が
終
了
と
な
り
、そ
の
効
果
が

見
え
始
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。令
和
４
年
度
は
、
自
力
で

の
改
善
力
が
試
さ
れ
る
年
と
な
る
た
め
、計
画
の
確
実
な
実

行
に
向
け
、職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、令
和
４
年
度
は
２
年
に
一
度
の
診
療
報
酬
改
定
の

年
で
あ
り
、
医
療
従
事
者
の
負
担
軽
減
、
医
師
等
の
働
き
方

改
革
の
推
進
等
が
重
点
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

改
定
の
内
容
を
踏
ま
え
、
タ
ス
ク
シ
フ
ト（
業
務
移
管
）、
タ

ス
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ（
業
務
共
同
化
）等
に
よ
り
、効
率
的
な

業
務
の
推
進
と
働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
構
築
す
る
こ
と

に
加
え
、病
院
と
診
療
所
の
一
元
化
に
つ
い
て
も
検
討
を
進

め
、
安
全
・
安
心
の
医
療
を
提
供
す
べ
く
、
医
療
提
供
体
制

の
確
立
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
災
害
が
各
地
で
発
生
し
、更
に
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
収
束
が
見
え
な
い
中
、多
く
の

尊
い
人
命
、
貴
重
な
財
産
が
失
わ
れ
て
お
り
、
消
防
が
果
た

す
べ
き
役
割
は
益
々
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

隠
岐
広
域
連
合
管
内
に
お
い
て
も
、記
録
的
な
大
雨
に
よ

り
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
豪
雨
災
害

は
、今
後
も
増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
て
お
り
、島
民
の
安
全
・

安
心
を
確
保
す
る
た
め
、消
防
団
と
密
接
な
連
携
を
図
り
な

が
ら
各
種
災
害
に
対
応
し
、安
全
か
つ
的
確
に
任
務
が
遂
行

で
き
る
強
力
な
消
防
体
制
の
確
立
を
図
る
と
と
も
に
、消
防

技
術
の
向
上
・
装
備
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
、将
来
を
担
う

人
材
の
育
成
に
努
め
、消
防
力
の
強
化
を
進
め
ま
す
。

　

救
急
業
務
に
つ
い
て
は
、救
急
救
命
士
の
育
成
を
計
画
的

に
行
い
、指
導
救
命
士
に
よ
る
救
急
隊
員
の
指
導
及
び
研
修

を
実
施
し
、知
識
・
技
術
の
向
上
を
図
り
ま
す
。ま
た
、島
民

へ
の
応
急
手
当
講
習
を
積
極
的
に
開
催
す
る
と
と
も
に
、引

き
続
き
島
根
県
、隠
岐
４
町
村
及
び
各
医
療
機
関
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、救
急
業
務
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

予
防
業
務
に
つ
い
て
は
、
全
て
の
防
火
対
象
物
に
対
し

て
、
計
画
的
に
立
入
検
査
を

実
施
し
、
設
置
さ
れ
て
い
る

消
防
用
設
備
等
の
維
持
・
管

理
の
徹
底
及
び
違
反
是
正
を

進
め
ま
す
。ま
た
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
率
の
向
上

や
維
持
管
理
の
徹
底
を
図

り
、
防
火
安
全
対
策
の
推
進

に
努
め
ま
す
。危
険
物
の
規

制
・
指
導
に
つ
い
て
は
、施
設
へ
の
立
入
検
査
や
危
険
物
取

扱
者
の
研
修
等
に
よ
り
、な
お
一
層
の
安
全
管
理
の
徹
底
が

図
ら
れ
る
よ
う
指
導
に
取
り
組
み
ま
す
。こ
れ
ら
の
予
防
業

務
に
つ
い
て
は
、
予
防
技
術
資
格
者
を
計
画
的
に
育
成
し
、

査
察
技
術
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

消
防
庁
舎
及
び
職
員
待
機
宿
舎
に
つ
い
て
は
、島
前
分
署

及
び
海
士
出
張
所
の
老
朽
化
並
び
に
耐
震
化
に
伴
い
、整
備

が
必
要
と
な
っ
て
い
る
た
め
、関
係
町
村
と
十
分
な
協
議
を

進
め
ま
す
。

知
的
障
が
い
者
支
援
施
設「
仁
万
の
里
」事
業

レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ザ
事
業

介
護
保
険
事
業

病
院
事
業



　

令
和
４
年
度
の
隠
岐
広
域
連
合
事
業
全
般
に
わ
た
る
方

針
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対

応
を
十
分
に
考
慮
し
つ
つ
、
引
き
続
き
「
第
４
次
隠
岐
広

域
連
合
広
域
計
画
」
に
基
づ
き
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
で

円
滑
な
事
業
運
営
を
進
め
ま
す
。

　

各
事
業
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
隠
岐
広
域
連
合
の
使

命
を
果
た
す
べ
く
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
検
証
・
検
討
を

進
め
、
大
胆
な
施
策
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
広
域
行
政

が
円
滑
に
推
進
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

隠
岐
航
路
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
隠
岐
航

路
振
興
協
議
会
な
ど
に

お
い
て
、
指
定
管
理
者

で
あ
る
隠
岐
汽
船
株
式

会
社
及
び
関
係
機
関
と

協
議
・
連
携
を
図
る
と

と
も
に
、
隠
岐
島
の
発

展
の
た
め
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

利
活
用
な
ど
の
検
討
を

進
め
、
利
便
性
に
優
れ

た
隠
岐
航
路
を
目
指
し

て
取
り
組
み
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
憩
い
の
家
ス
プ
リ

ン
ク
ラ
ー
設
置
工
事
及
び
児
童
棟
空
調
設
備
更
新
工
事
等

を
行
い
、
利
用
者
の
生
活
環
境
並
び
に
就
労
環
境
の
改
善

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
４
年
度
か
ら
５

年
間
、
第
３
期
目
の
指
定
管
理

期
間
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
今

後
も
、
隠
岐
圏
域
の
障
が
い
者

福
祉
の
中
核
施
設
と
し
て
の
機

能
・
体
制
の
維
持
と
、
利
用
者

へ
の
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
や
保
護
者
の
想
い
を
大
切
に

し
、
よ
り
効
率
的
か
つ
効
果
的

な
運
営
と
施
設
づ
く
り
を
指
定

管
理
者
で
あ
る
社
会
福
祉
法
人

博
愛
と
と
も
に
進
め
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
は
、
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
工
事
及
び
客
室
テ

レ
ビ
更
新
事
業
等
を
行
い
、
利
用
者
の
安
全
管
理
及
び
満

足
度
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
指
定
管
理
者

で
あ
る
株
式
会
社
隠
岐
商
事

と
の
連
携
や
協
議
を
は
じ
め
、

関
係
機
関
と
調
整
を
図
り
な

が
ら
、
利
用
者
に
選
ば
れ
る

魅
力
あ
る
施
設
運
営
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
は
創
設
以
来
22
年
が
経
過
、サ
ー
ビ
ス
利

用
者
は
制
度
創
設
時
の
３
倍
を
超
え
、サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業

所
数
も
確
実
に
増
加
、介
護
が
必
要
な
高
齢
者
の
生
活
の
支

え
と
し
て
定
着
、発
展
し
て
い
ま
す
。一
方
、総
人
口
が
減
少

に
転
じ
る
中
、
特
に
75
歳
以
上
の
占
め
る
割
合
は
増
加
し
、

2
0
2
5
年
以
降
は
、高
齢
者
の
急
増
か
ら
現
役
世
代
の
急

減
に
局
面
が
変
化
し
、介
護
に
携
わ
る
人
材
の
確
保
が
厳
し

く
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

隠
岐
圏
域
に
お
き
ま
し
て
は
、高
齢
者
人
口
が
緩
や
か
に

減
少
し
ま
す
が
、
75
歳
以
上
人
口
は
徐
々
に
増
加
し
、

2
0
3
5
年
に
は
高
齢
者
の
う
ち
、70
％
以
上
の
方
が
後
期

高
齢
者
と
な
り
ま
す
。加
え
て
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
が

予
想
さ
れ
て
お
り
、こ
れ
ら
を
見
据
え
た
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の

整
備
及
び
人
材
確
保
対
策
の
強
化
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
は
、地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
推
進
す
る

観
点
か
ら
、「
第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」に
基
づ
き
、
隠

岐
４
町
村
と
連
携
を
深
め
な
が
ら
、自
立
支
援
、介
護
予
防
・

重
度
化
防
止
の
推
進
を
積
極
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、地
域

の
高
齢
者
介
護
を
支
え
る
人
的
基
盤
の
確
保
及
び
介
護
業

務
の
効
率
化
に
係
る
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
で
、

地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
給
付
の
適
正
化
に
努
め
、
保
険
料
の
収
納
に

つ
い
て
は
、
全
庁
で
の
取
り
組
み
を
継
続
し
、
皆
で
支
え
合

う
介
護
保
険
制
度
の
基
本
理
念
に
沿
っ
て
、よ
り
公
平
性
を

維
持
す
る
た
め
に
収
納
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

病
院
事
業
に
つ
い
て
は
、「
島
根
県
地
域
医
療
構
想
」
及

び
、病
院
ご
と
に
策
定
し
た「
新
公
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」に

基
づ
き
、安
全
・
安
心
の
医
療
提
供
体
制
の
確
立
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

一
方
で
、２
年
前
か
ら
社
会
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
は
、変

異
株
に
よ
り
何
度
も
感
染
拡
大
を
繰
り
返
し
、先
行
き
の
見

え
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、島
民
を
守
る
た
め
の
最

後
の
砦
と
の
思
い
を
強
く
持
ち
、
関
係
者
一
丸
と
な
っ
て

日
々
の
難
局
に
取
り
組
み
ま
す
。

2 令和４年度隠岐広域連合の取り組み

　

医
師
招
聘
に
つ
い
て
は
、
島
根
県
は
元
よ
り
、
大
学
等
と

の
円
滑
な
連
携
体
制
の
構
築
に
、よ
り
一
層
尽
力
し
医
師
招

聘
対
策
を
強
化
し
ま
す
。

　

ま
た
、看
護
師
等
の
医
療
従
事
者

確
保
対
策
に
つ
い
て
は
、隠
岐
出
身

関
係
者
と
の
連
携
及
び
情
報
収
集

を
強
化
す
る
と
と
も
に
、幅
広
い
情

報
発
信
や
ア
プ
ロ
ー
チ
を
図
り
、人

員
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

精
神
科
医
療
提
供
体
制
に
つ
い

て
は
、令
和
４
年
度
も
現
状
の
体
制

を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
こ

ろ
で
す
が
、引
き
続
き
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
、鳥
取
大
学
も
参
画
し

て
い
る
隠
岐
圏
域
精
神
科
医
療
支
援
連
絡
会
議
を
軸
に
、精

神
科
医
療
提
供
体
制
の
維
持
・
充
実
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。

【
隠
岐
島
前
病
院
事
業
】

　

令
和
４
年
度
の
診
療
体
制
に
つ
い
て
は
、常
勤
医
師
及
び

非
常
勤
医
師
に
よ
る
８
診
療
科
を
継
続
、ま
た
医
師
免
許
取

得
後
10
年
以
上
の
経
験
を
有
す
る
２
名
を
含
め
た
４
名
の

研
修
受
け
入
れ
を
実
施
す
る
こ
と
で
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
へ
の
対
応
や
宿
当
直
業
務
な
ど
常
勤
医
師
の
負

担
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、将
来
の
常
勤
医
師
確
保
に
繋
げ

て
い
き
ま
す
。

　

医
療
ス
タ
ッ
フ
に
つ
い
て
は
、看
護
師
４
名
を
採
用
し
ま

し
た
が
、今
後
も
産
休
・
育
休
や
定
年
退
職
な
ど
が
見
込
ま

れ
て
お
り
、看
護
助
手
や
調
理
員
も
不
足
し
て
い
る
状
況
の

た
め
、
引
き
続
き
全
国
に
向
け
た
情
報
発
信
や
、
院
内
及
び

院
外
研
修
等
に
よ
る
人
材
育
成
に
取
り
組
み
、島
前
地
域
の

中
核
病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。

【
隠
岐
病
院
事
業
】

　

令
和
４
年
度
の
診
療
体
制
に
つ
い
て
は
、
島
根
県
、
大
学

等
の
支
援
を
い
た
だ
き
、常
勤
医
師
及
び
非
常
勤
医
師
に
よ

る
17
診
療
科
を
維
持
し
ま
す
。

　

医
療
ス
タ
ッ
フ
に
つ
い
て
は
、看
護
師
及
び
臨
床
検
査
技

師
の
定
数
が
確
保
で
き
ず
、
特
に
看
護
師
に
つ
い
て
は
、
派

遣
会
社
を
活
用
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、今

後
も
継
続
し
ま
す
。

　

医
師
を
は
じ
め
と
し
た
医
療
従
事
者
の
確
保
に
向
け
、
情

報
発
信
や
交
流
会
等
の
開
催
な
ど
関
係
機
関
と
協
力
し
な
が

ら
、選
ば
れ
る
病
院
づ
く
り
に
継
続
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

病
院
経
営
に
つ
い
て
は
、
厳
し
い
経
営
状
況
が
続
く
中
、

経
営
改
革
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
導
入
に
お
け
る
計
画
策
定
か

ら
実
行
支
援
ま
で
の
３
ヵ
年
が
終
了
と
な
り
、そ
の
効
果
が

見
え
始
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。令
和
４
年
度
は
、
自
力
で

の
改
善
力
が
試
さ
れ
る
年
と
な
る
た
め
、計
画
の
確
実
な
実

行
に
向
け
、職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、令
和
４
年
度
は
２
年
に
一
度
の
診
療
報
酬
改
定
の

年
で
あ
り
、
医
療
従
事
者
の
負
担
軽
減
、
医
師
等
の
働
き
方

改
革
の
推
進
等
が
重
点
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

改
定
の
内
容
を
踏
ま
え
、
タ
ス
ク
シ
フ
ト（
業
務
移
管
）、
タ

ス
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ（
業
務
共
同
化
）等
に
よ
り
、効
率
的
な

業
務
の
推
進
と
働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
構
築
す
る
こ
と

に
加
え
、病
院
と
診
療
所
の
一
元
化
に
つ
い
て
も
検
討
を
進

め
、
安
全
・
安
心
の
医
療
を
提
供
す
べ
く
、
医
療
提
供
体
制

の
確
立
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
災
害
が
各
地
で
発
生
し
、更
に
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
収
束
が
見
え
な
い
中
、多
く
の

尊
い
人
命
、
貴
重
な
財
産
が
失
わ
れ
て
お
り
、
消
防
が
果
た

す
べ
き
役
割
は
益
々
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

隠
岐
広
域
連
合
管
内
に
お
い
て
も
、記
録
的
な
大
雨
に
よ

り
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
豪
雨
災
害

は
、今
後
も
増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
て
お
り
、島
民
の
安
全
・

安
心
を
確
保
す
る
た
め
、消
防
団
と
密
接
な
連
携
を
図
り
な

が
ら
各
種
災
害
に
対
応
し
、安
全
か
つ
的
確
に
任
務
が
遂
行

で
き
る
強
力
な
消
防
体
制
の
確
立
を
図
る
と
と
も
に
、消
防

技
術
の
向
上
・
装
備
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
、将
来
を
担
う

人
材
の
育
成
に
努
め
、消
防
力
の
強
化
を
進
め
ま
す
。

　

救
急
業
務
に
つ
い
て
は
、救
急
救
命
士
の
育
成
を
計
画
的

に
行
い
、指
導
救
命
士
に
よ
る
救
急
隊
員
の
指
導
及
び
研
修

を
実
施
し
、知
識
・
技
術
の
向
上
を
図
り
ま
す
。ま
た
、島
民

へ
の
応
急
手
当
講
習
を
積
極
的
に
開
催
す
る
と
と
も
に
、引

き
続
き
島
根
県
、隠
岐
４
町
村
及
び
各
医
療
機
関
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、救
急
業
務
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

予
防
業
務
に
つ
い
て
は
、
全
て
の
防
火
対
象
物
に
対
し

て
、
計
画
的
に
立
入
検
査
を

実
施
し
、
設
置
さ
れ
て
い
る

消
防
用
設
備
等
の
維
持
・
管

理
の
徹
底
及
び
違
反
是
正
を

進
め
ま
す
。ま
た
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
率
の
向
上

や
維
持
管
理
の
徹
底
を
図

り
、
防
火
安
全
対
策
の
推
進

に
努
め
ま
す
。危
険
物
の
規

制
・
指
導
に
つ
い
て
は
、施
設
へ
の
立
入
検
査
や
危
険
物
取

扱
者
の
研
修
等
に
よ
り
、な
お
一
層
の
安
全
管
理
の
徹
底
が

図
ら
れ
る
よ
う
指
導
に
取
り
組
み
ま
す
。こ
れ
ら
の
予
防
業

務
に
つ
い
て
は
、
予
防
技
術
資
格
者
を
計
画
的
に
育
成
し
、

査
察
技
術
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

消
防
庁
舎
及
び
職
員
待
機
宿
舎
に
つ
い
て
は
、島
前
分
署

及
び
海
士
出
張
所
の
老
朽
化
並
び
に
耐
震
化
に
伴
い
、整
備

が
必
要
と
な
っ
て
い
る
た
め
、関
係
町
村
と
十
分
な
協
議
を

進
め
ま
す
。

消
防
事
業



3令和 4年度隠岐広域連合予算の概要

■隠岐病院事業特別会計
人件費・材料費等32億3,318万円医業費用（３条）
企業債利息等8,356万円医業外費用（３条）
医療機器購入費等2億6,127万円建設改良費
地方債償還金1億601万円企業債償還金
修学資金貸付金1,510万円投資

36億9,912万円合計

■消防事業特別会計
人件費、使用料等5億9,142万円総務費

5億9,142万円合計

人件費、介護認定審査会費等1億92万円総務費
介護サービス等諸費等30億7,770万円保険給付費
介護予防事業費等2億2,412万円地域支援事業費
国県返納金、保険料還付金104万円諸支出金
利用料減免事業費10万円特別対策事業費

34億388万円合計

■介護保険事業特別会計

■隠岐島前病院事業特別会計
人件費・材料費等9億1,743万円医業費用（３条）
企業債利息等1,850万円医業外費用（３条）
医療機器購入費等1億3,770万円建設改良費
地方債償還金6,256万円企業債償還金
修学資金貸付金300万円投資

11億3,919万円合計

93億4,745万円の使い道

病 院 事 業

令和4年度  隠岐広域連合各会計の歳出予算

隠岐広域連合当初予算の概要
　令和４年度の隠岐広域連合一般会計、介護保険事業特別会計、隠岐島前病院事業特別会計、隠岐
病院事業特別会計、消防事業特別会計の予算概要をお知らせします。

令和4年度

　隠岐広域連合の令和４年度歳出予算総額は、93 億 4,745 万円です。前年度比２
億 3,214 万円の増となっており、隠岐島前病院事業特別会計及び隠岐病院事業特別
会計における建設改良費の増が主な要因です。

　隠岐病院、隠岐島前病院の二つの病院を合わせた病院事業の歳入総額は 46 億 6,198 万円で、入
院収益と外来収益を合わせた医業収益が 27 億 5,443 万円（59.1％）、構成団体負担金が 13 億 4,794
万円（28.9％）となっています。
　構成団体負担金の内訳は、島根県が 2 億 1,068 万円、隠岐の島町が 7 億 9,426 万円、海士町が
2,211 万円、西ノ島町が 3 億 958 万円、知夫村が 1,131 万円となっています。
　歳出総額は、48 億 3,831 万円で、医師、看護師などの給与費が 25 億 8,333 万円（53.4％）、薬・給
食材料費等の材料費が 6 億 6,331 万円（13.7％）です。その他の医業費用としては医療機器の点検保
守料等の経費が9億397万円（18.7％）となっています。また、建設改良費は3億9,897万円（8.2％）となっ
ており、主なものとして下記の設備等を予定しています。

　歳入から歳出を差し引くと1 億 7,633 万円の赤字となりますが、現金支出を伴わない支出（減価償却
費・資産減耗費・繰延勘定償却等）を除くと収支の均衡している予算となっています。

（隠岐病院）
・病棟再編改修工事
・全身用 X線 CT 診断装置
・汎用超音波画像診断装置
・多用途透析用監視装置

（隠岐島前病院）
・屋上・外壁防水改修工事
・ＣＴ装置
・医事会計システム
・栄養管理システム

■一般会計
224万円議会費

人件費、指定管理料等4億3,326万円総務費
介護保険事業繰出金4,697万円民生費
救急医療対策事業費180万円衛生費
地方債償還金2,927万円公債費
予備費30万円予備費

5億1,384万円合計

議員報酬、議会運営費等
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歳入
（病院事業）
46億6,198万円

歳入
（病院事業除く）
45億914万円

構成団体負担金
29億551万円

歳出
（病院事業）
48億3,831万円

歳出
（病院事業除く）
45億914万円

材料費
6億6,331万円（13.7%）

その他医業費用
9億397万円（18.7%）

医業外費用
1億205万円（2.1%）

企業債償還金
1億6,857万円（3.5%）

建設改良費
3億9,897万円（8.2%）

その他
1,811万円（0.4%）

入院収益 
15億2,323万円（32.7%）

外来収益
12億3,120万円（26.4%）

その他
5億5,961万円（12.0%）

構成団体負担金
13億4,794万円（28.9%）

給与費
25億8,333万円（53.4%）

分担金及び負担金
15億5,757万円（34.6%）

その他
1億1,451万円（2.5%）

介護保険料
5億8,676万円（13.0%）

国県支出金
13億8,962万円（30.8%）

議会費
224万円（0.05%）

海士町
2億483万円（7.0％ ）

西ノ島町
5億5,094万円
（19.0％）

島根県
2億2,890万円（7.9％ ）

知夫村
7,348万円（2.5％ ）

隠岐の島町
18億4,736万円（63.6%）

民生費
34億5,085万円（76.53%）

総務費
4億3,326万円（9.60%）

消防費
5億9,142万円（13.12%）

公債費
2,927万円（0.65%）

予備費
30万円（0.01%）

衛生費
180万円（0.04%）

支払基金交付金
8億6,068万円（19.1%）

病院事業以外の事業

構成団体負担金

　病院事業以外の歳入総額は、45
億 914 万円で、その内訳として、
①島根県及び４町村からの分担金
及び負担金、②介護保険の給付に係
る財源となる国県支出金・支払基
金交付金・介護保険料、③その他
に分けられ、金額の内訳は左図の
とおりです。
　また、歳出の内訳として、①民生
費（介護保険給付費・介護保険課
職員人件費・地域支援事業費等）、
②公債費（広域連合で仁万の里施
設整備の際に借入をしたお金の返
済費用）、③総務費（総務課職員及
び仁万の里への派遣職員の人件
費、超高速船指定管理料等）、④議
会費（隠岐広域連合議会の運営費
等に係る経費）、⑤衛生費（在宅当
番医制に係る委託料）からなり、金
額の内訳は左図のとおりです。

　構成団体負担金は、隠岐広域連
合の構成団体である島根県及び隠
岐４町村からの負担金で、29 億
551 万円となっています。
　これは、事業ごとに人口、対象者
数、利用率、交付税算入額等を基に
負担割合を定め算定しています。
前年度に比べて 3,539 万円の減額
となっています。

民生費の主な歳出
介護保険給付費
30億7,770万円
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事務局

課　名

総務係

総合診療科

神経内科
内科

腎臓内科
糖尿病・内分泌内科

精神神経科
外科
整形外科
産婦人科
眼科

耳鼻咽喉科
泌尿器科
皮膚科

歯科口腔外科
麻酔科

リハビリテーション科
診療支援室

山﨑一美
企画財政係

□崎　美樹
（助永親彦）

（島根県立中央病院からパート診療）（長谷川明広）（総合診療科医師）
（五箇診療所からパート診療）

小児科 阿部恭大

統括部長

副部長
吉村美咲

（□有田茂夫）
（□松尾　進）
副部長 重髙智弘
（加藤一朗）

金子一朗

芹田晃道

榊原賢司

薬剤科 （増谷秀樹）
放射線技術科 （齋藤　靖）
検査技術科 赤田宏行

リハビリテーション技術科 髙村知秀

臨床工学科 （増谷秀樹）
栄養管理科 （増谷秀樹）
歯科技術科 （増谷秀樹）

隠岐町村会
（島根県離島振興協議会）

木村靖志
深瀬康史郎

渡辺厚子　 赤沼百合子 野津恵子

角　芽美　 福島俊太朗　 坂口公太　 鈴木真紀
大澤　悠　 高津研翔　 森江祥平
（助永親彦）（榊原賢司）（芹田晃道）
（総合診療科医師）

（島根大学医学部附属病院からパート診療）

沖田聡司
福本実希子

福島瑠璃子　 （長谷川明広）
岡本直記

（島根大学医学部附属病院からパート診療）
（島根大学医学部附属病院からパート診療）
（鳥取大学医学部附属病院からパート診療）

高橋尊史
（助永親彦）

［池田和也］　 坂田匡弘　 磯辺直哉　 原田大輝　 齋藤優衣
（齋藤　靖）　 藤野利恵　 泉　　恵　 橋本誌乃    村上由実

［小川　勝］　 八原未来　 吉山由依　 池田一樹    岩水太一

［池田枝里子］　 木瀨　歩

［中尾栄治］　 長崎正義　 横地　悠
　

［西岡博志］　 松田章利　 福本大和　 髙村淳平　 渡名喜姫香
髙梨史菜
［村上春代］

長谷川喜映子【事務部門】

中村　一　 速水裕子　 安井里佳　 小中　凌　 中村崚太郎井奥秀敏

（高井美雪）

杉浦翔子

高井美雪出納室（議会事務局）
☎08512-6-9150

藤野則子
（会計管理者）

介護保険課
☎08512-6-9151

医療安全管理室
（感染対策部門含む）

総務課
☎08512-6-9150

所属長

和田哲也

藤野　実

（福）博愛へ派遣

係　名 係　長 係　　員

部署名

診療部

医療技術部

所属長

（□松尾進）

部長
（加藤一朗）
副診療部長
助永親彦

部長
増谷秀樹
次長
齋藤　靖

係　名
医療安全管理者
医療部門

（村上　聡）感染部門
（西岡博志）医療機器部門
（増谷秀樹）医薬品部門
（福本直美）看護部門

責任者 係　　長

部署名 所属長 科・室名 部長・室長 医　長・医　員

部署名 所属長 科　名 科　長 係　　員　　[　　　　]は副科長

（　　）は兼務

隠岐病院　　☎08512-2-1356 （　　）は兼務　□は任期付職員　■は再任用職員

院長 ： 長谷川明広
統括副院長 ： □松尾　進　　副院長 ： □有田茂夫　加藤一朗　□齋藤英典【事務部門】

事務局長：齋賀光成

安井　敏
浅生　偉自治労島根県本部へ派遣

広域連合長　 ： 池田高世偉（隠岐の島町長）
副広域連合長 ： 大江和彦（海士町長）　升谷　健（西ノ島町長）　平木伴佳（知夫村長）　三島正司（隠岐支庁長）　川﨑康久（常勤）

令和４年４月１日現在

隠岐広域連合の行政機構・職員配置を紹介します

（重髙智弘）（沖田聡司）（長谷川明広）（総合診療科医師） 
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隠岐島前病院　　☎08514-7-8211 （　　）は兼務

（　　）は兼務

（　　）は兼務

部署名 所属長 科　名 師　長 係　　員　　[　　　　]は副師長

部署名

島の医療人育成センター

院長 ： 黒谷一志　　参与 ： 白石吉彦

（　　）は兼務地域連携部

所属長

山﨑　章

係　長 係　　員

部署名 所属長 係　名

係　名

室長補佐 係　　員

部署名

島の医療人
育成センター 島の医療人育成センター

所属長 係　名 係長 係　　員

部署名

診療部

所属長 科　名 科　長 係　　員

事務部
　　事務部長：野津信吾

外来看護科

手術室・透析室看護科

三階東病棟看護科

四階病棟看護科

総務係

経営業務係

医事係

三階西病棟看護科
（助産科含む）

田尻友子

八幡弥生

（横地明子）

髙村浩美

村上　翔

野津　晶

佐々木朋哉
情報管理係 （石田辰也）

野津美和

   

    

    

     
　 
　 
　 

【助産科】    
 

  
　 
　 
　 
　 
　 

　 

　 

 

 

    
   

  
 

主任係長
　（上野俊之）
係長
　（村上　翔）

（増本悠磨）

総務課
☎08512-3-1811

原　幸一

石田辰也

経営課
☎08512-3-1811

医事課
☎08512-3-1622

（加藤一朗）

地域連携室

地域医療相談係

地域リハビリテーション係

上野俊之

医療安全管理者 （濵田拓史）
院内感染管理者

内科

外科
小児科

（黒谷一志）

耳鼻咽喉科
整形外科
産婦人科
精神科
眼科

知夫診療所
浦郷診療所

（徳若聡子）

地域連携室
☎08512-3-1770

（黒谷一志）

（黒谷一志）

派遣

医療安全管理室
（感染対策部門含む）

センター長
（助永親彦）
副センター長
（加藤一朗）
（福本直美）
（増谷秀樹）

看護部
部長
福本直美
次長
藤谷花美
横地明子

［村上　聡］
福浦祐子 
［岩水　潤］
［岡島かおり］
［村上由美子］
松本和美
■齋賀京子

［松林かおる］
野津美紀子
櫻井鈴代
山根智絵
［野津直美］
吉田智英

［石井百理］
高雄由香
樋口亜沙美
原いずみ
山西優子
深瀬静枝

（杉原幸子）
■河田真紀

小村恭乃
西田悦規
中上久美子

三橋志穂

惠　智美
山本美枝子

［加藤真紀子］［藤田美紀］［永海陽子］田中啓子 古川みね
中尾あずさ 山根千穂 浅生　恵 若葉志保 井上詩織
山根　妙 坂口恵子 平田弘美 黒崎典子 磯見春佳
村上真琴 塩尾亜寿紗 磯辺未来 濱田奈々子 池田未希
増原　葵 木田麻里恵

（髙村浩美）（田中啓子）（古川みね）（加藤真紀子）
（中尾あずさ）（山根千穂）（浅生　恵）（若葉志保）（井上詩織）
[石田絵美] [村上智恵子]［河瀬幸子］澤尾直美 芹田久美子
堤　典子 藤田泰代 黒崎あい 古木雅美 松林　優
坂根清美 池田麻衣 平田めぐみ 早川由佳 重栖奈々重
小村繭子 濱田雄馬 佐々木沙織 石川文香 小村　奨
大庭史紘 野津里穂 平木　唯 吉本冬実 萬　百香

岡田早兄子 田中里沙 濵中大輔

横地正一郎 門脇淳平 野津雅人 藤野輝男

松浦豊多
杉原幸子 （横地明子）（福浦祐子）
米澤英里子 齋藤拓也 日野聖子 金阪幸之
（小川　勝）（長崎正義）

村上英子
川畑冨美子 増本悠磨

船田萌加 西村絵里香 齋藤瑛里菜 海老綾乃

（白石吉彦）（黒谷一志）（福田聡司）福田瑶子　 簡野泰光
（竹下千紘）（櫻井玲央）（北村　亮）（徳永泰行）
（白石吉彦）（黒谷一志）（福田聡司）（福田瑶子）（簡野泰光）
(竹下千紘) (櫻井玲央)（北村　亮）（徳永泰行）
非常勤医師
松江赤十字病院から非常勤医師
隠岐病院から非常勤医師
非常勤医師
鳥取大学医学部附属病院から非常勤医師
竹下千紘 （簡野泰光）（北村　亮）
福田聡司 徳永泰行 櫻井玲央
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部署名 所属長 科　名 係　　員

部署名 所属長 科　名 係　　員

部署名

総務課

医事課

所属長

（中尾清司）

（中尾清司）

（井上定彦）

黒澤　聡

佐々木肇

（黒澤　聡）

田中　勤

井澤　聡

間瀬純次

若林隆造

係　名 係　長 係　　員

課 名・部署名
総務課

☎08512-3-0119

予防課
☎08512-2-2307

警防課
☎08512-2-2300

本署
☎08512-3-0119

島前分署
☎08514-6-1119

海士出張所
☎08514-2-1119

知夫出張所
☎08514-8-2119

通信指令室

所属長 係　名 課長補佐・係長・副所長 係　　員

消防本部・隠岐島消防署
消防本部

消 防 長：田中井和幸
消防次長：井上定彦

「　　」は西ノ島町からの派遣職員　（　　）は兼務　■は再任用職員

【隠岐島前病院に勤務する職員は、島前町村組合からの派遣職員】

（　　）は兼務

事務部
　　事務部長：中尾清司

薬剤科
検査科

リハビリテーション技術科

栄養科
放射線技術科

一般病棟看護科

訪問看護科

総務係
財務係
医事係

「山根充大」

経理係 是津秀樹
庶務係 西村洋一

予防係

第一係

第二係

第一係
第二係

第一係

第二係

第一係
第二係

齊藤義幸
危険物係 田黒大輔
警防係 澤田敏夫
救急救助係
通信指令室係

西藤慎吾
増本　勝

福浦圭一

渡邉秀幸

梶谷軍次
永海克徳
（間瀬純次）
駒月　誠
堂下友見
中上弘樹
石井　慎
矢谷弘明

（中尾清司）
（中尾清司）

　 　 　 

    
  

　 

医療技術部 （黒谷一志）

看護部 家中ふみ代

島根県防災航空隊派遣
島根県消防学校

隠岐島消防署

「　」は海士町からの派遣職員　（　　）は兼務　■は再任用職員

外来看護科

療養病棟看護科

嶋﨑裕子
白野明子
濵田拓史 向原翔子 藤原　翼 間　康一 畑中聡志

（坂本雄太）
（藤野達矢）
吉田輝哉
竹本昭二
（安部一徳）（的地大輔）
（石川大志）（増原良平）
（黒澤竜斗）（升田大貴）
（伊藤浩志）（八原　涼）

佐々木啓介 村田竜也 坂本雄太 戸田正郎
的地大輔 藤野達矢 八原　涼 升田大貴
石川大志 石橋一輝 村上誠宗 滝本大樹
吉塚勇気 佐竹真人 吉田航介 安部一徳
黒澤竜斗 高宮　渉 伊藤浩志 増原良平
松田寛人 山根啓徳 竹本一生 石橋脩斗
三角和成 角﨑将仁 笠置健太郎 藤田大翔
柳谷幸雄 福田浩一 野津和也 齋藤朝日

八幡　航 吉田亮一 大野　達

重栖隆彦 恩田祐也 松本飛来

堀川遼太郎 原田敬宏
牧野泰志 藤野史弥

徳若聡子 滝下雅美 上原　彩 門野千尋 島本由希子
板橋奈津子 髙橋ルミコ 前川久美子 今井宏多
（島本小百合） （奥本良美） （原　智美） （山口庸子） （古川　瞳）
（桶谷結衣）
島本小百合 奥本良美 原　智美 山口庸子 古川　瞳
桶谷結衣 ■佐藤優子
（島本小百合） （奥本良美） （原　智美） （山口庸子） （古川　瞳）

（山根久美子） 倉上朱莉 ■小島泰子
山根久美子
永瀬　進 山岸隆祐 足立麻衣

（桶谷結衣）

岡本亜弓 伊藤光輝 「福田裕子」 「中川貴史」
杉山晴美 金子絢加 志茂結花
非常勤技師



8 新規採用職員紹介 /退職者報告

令和４年４月１日に採用となった職員をご紹介します。

新規採用職員紹介

おきた さとし

沖田　聡司

隠岐病院　整形外科医師
ふくしま るりこ

福島　瑠璃子

隠岐病院　産婦人科医師
おかもと なおき

岡本　直記

隠岐病院　眼科医師
ふくしま しゅんたろう

福島　俊太朗

隠岐病院　総合診療科医師
よしむら みさき

吉村　美咲

隠岐病院　総合診療科医師

むらかみ ゆみ

村上　由実

隠岐病院　臨床検査技師
たかむら じゅんぺい

髙村　淳平

隠岐病院　臨床工学技士
たかつ けんしょう

高津　研翔

隠岐病院　総合診療科医師
おおさわ はるか

大澤　悠

隠岐病院　総合診療科医師
さかぐち こうた

坂口　公太

隠岐病院　総合診療科医師

さいとう えりな

齋藤　瑛里菜

隠岐病院　看護師
にしむら えりか

西村　絵里香

隠岐病院　看護師
いのうえ しおり

井上　詩織

隠岐病院　助産師
いけだ かずき

池田　一樹

隠岐病院　作業療法士
となき ひめか

渡名喜　姫香

隠岐病院　臨床工学技士

はまなか だいすけ

濵中　大輔

隠岐病院　総務課
えび あやの

海老　綾乃

隠岐病院　看護師
いまい こうた

今井　宏多

隠岐島前病院　看護師

隠
岐
病
院

島
前
病
院

ふかせ こうしろう

深瀬　康史郎

事務局　総務課

事
務
局

【
隠
岐
病
院
】

　
松
尾　
　
進　
統
括
副
院
長

　
河
田　
真
紀　
看
護
部
次
長

　
牛
尾　
公
典　
整
形
外
科
部
長

　
髙
梨　
菜
穂　
眼
科
医
長

　
安
藤　
彰
俊　
総
合
診
療
科
医
員

　
山
下　
幸
代　
総
務
課
長
補
佐

　
小
田
川
誠
治　
副
診
療
部
長

　
佐
藤　
絵
美　
産
婦
人
科
医
長

　
竹
下　
千
紘　
総
合
診
療
科
医
員

　
小
川　
将
也　
総
合
診
療
科
医
員

　
小
川　
敦
子　
総
合
診
療
科
医
員

【
消
防
本
部
】

　
重
栖　
八
重
美　
総
務
課
長
補
佐



9議会報告

議 会 報 告
令和 4 年 2 月 7 日に隠岐広域連合議場において開催され、次の議案を上程し、原案のとおり全会
一致で可決されました。

令和４年第１回隠岐広域連合議会　定例会

隠岐広域連合副広域連合長の選任同意について
　「川﨑康久」氏が常勤の副広域連合長に選任されました。

同意案件（１件）

公の施設の指定管理者の指定について（仁万の里）
　隠岐広域連合立仁万の里の指定管理者に「社会福祉法人 博愛」が指定されました。
指定管理期間：令和 4 年 4 月 1 日～令和 9 年 3 月 31 日（5 年間）

指定管理者の指定案件（１件）

隠岐広域連合会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例
　会計年度任用職員の内、事務補助職員等の職務について、行政職給料表の規定を改め、職務の
級の分類の基準となるべき職務内容について、運用の実態と合わせるため等級別基準職務表の規
定を改めました。

条例の一部改正（１件）

一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例の専決処分について
　一般職の任期付職員の期末手当の支給割合について、人事院勧告及び構成町村の状況を踏まえ、
所要の改正を行いました。
職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の専決処分について
　職員の期末手当の支給割合について、人事院勧告及び構成町村の状況を踏まえ、所要の改正を
行いました。

承認案件（２件）

★主な内容は、以下のとおりです。
一般会計
　決算見込に伴う不用額の減額補正。
介護保険事業特別会計
　決算見込に伴う不用額の減額補正。
隠岐島前病院事業特別会計
　決算見込に伴う不用額の減額、材料費、経費及び令和２年度決算による特別損失の増額補正。
隠岐病院事業特別会計
　決算見込に伴う不用額の減額、材料費、経費及び令和２年度決算による特別損失の増額補正。
消防事業特別会計
　決算見込に伴う不用額の減額補正。

令和３年度２月補正予算

一般会計

介護保険事業特別会計

隠岐島前病院事業特別会計

隠岐病院事業特別会計

消防事業特別会計

補正前予算額 補正額 補正後予算額

5億 1,436 万円 △734万円 5億 702 万円

34億 5,146 万円 △2,079 万円 34億 3,067 万円

10億 3,189 万円 6,723 万円 10億 9,912 万円

36億 1,487 万円 3億 3,330 万円 39億 4,817 万円

6億 5,187 万円 △679万円 6億 4,508 万円



10 議会報告

令和 4 年 3 月 22日に隠岐広域連合議場において開催され、次の議案を上程し、原案のとおり全会一致で
可決されました。

令和４年第１回隠岐広域連合議会　臨時会

議会構成

職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例
　国の看護職員等処遇改善事業の実施に伴い、隠岐病院及び仁万の里に勤務する看護職員等の処遇を
改善するため、関係条文について所要の改正を行いました。

条例の一部改正（１件）

消防事業特別会計
　出動表示灯修繕事業について、年度内完了が困難な見込みとなり、事業費 63 万 8,000 円を翌年度に
繰り越して使用する必要が生じたため、地方自治法第 213 条第１項の規定により補正しました。

令和3年度3月補正予算（１件）

★主な内容は、3ページ「令和４年度隠岐広域連合予算の概要」に記載しています。

令和４年度当初予算

一般会計

介護保険事業特別会計

隠岐島前病院事業特別会計

隠岐病院事業特別会計

消防事業特別会計

本年度予算額 前年度予算額 比 較

5億 1,384 万円 5億 4,134 万円 △2,750 万円

34億 388 万円 33億 8,570 万円 1,818 万円

11億 3,919 万円 10億 2,464 万円 1億 1,455 万円

36億 9,912 万円 35億 2,142 万円 1億 7,770 万円

5億 9,142 万円 6億 4,221 万円 △5,079 万円

議　長 松新 俊典［西ノ島町］ 副議長 安部 大助［隠岐の島町］

監査委員［議会選出］ 石田 茂春［隠岐の島町］

員　委長員委副長員委会員委

総務消防常任委員会 菊地 政文
［隠岐の島町］

小島 正春
［西ノ島町］

萬  康［知夫村］

吉田 雅紀［島根県］ 岡田 智子［隠岐の島町］
石塚 芳秀［海士町］ 安部 大助［隠岐の島町］

医療介護常任委員会
福井 竜夫［島根県］ 田中 一隆［隠岐の島町］
美濃 芳樹［海士町］ 池田 賢治［隠岐の島町］

石田 茂春
［隠岐の島町］ ［知夫村］

議 会 運 営 委 員 会
小島 正春［西ノ島町］
美濃 芳樹［海士町］ 石田 茂春［隠岐の島町］池田 賢治

［隠岐の島町］
萬  康
［知夫村］

※上記名簿は令和4年4月現在のものです。



11島の福祉事業所案内所

島の福祉事業所案内所
隠岐広域連合介護保険課では、隠岐の介護福祉で働きたい人・働く人

を応援する『島の福祉事業所案内所』を開設しています。

主 な 取 組 み 内 容

こんな悩みはございませんか…？

求人求職 魅力発信

本土の福祉人材養成校

と連携し、隠岐島内で各

種研修や資格取得に係

るフィールド学習を実

施しています。

離職防止･育成

隠岐の福祉って何があるのかわからない…

年齢が高い私でも働けるのか不安…

ＨＰやＳＮＳを 活 用 し

て、福祉事業所の日常や

活動状況などを随時紹

介することで、隠岐の福

祉事業所の魅力発信を

行っています。

隠岐の福祉事業所を一

元化した求人求職相談

窓口を常時開設してい

ます。最新の求人情報は

隠岐広域連合のＨＰか

らご覧いただけます。気

になる求人がございま

したらお気軽にご相談

ください。

お気軽にご相談ください！

隠岐の介護福祉職場に興味のある方へ 相談窓口はこちら
〒685-0104　島根県隠岐郡隠岐の島町都万 2016

▽公式ＨＰ ▽公式ＳＮＳ

詳しくはＨＰへＧＯ！
https://okikouiki.jp/care-insurance/welfare/

小中（コナカ）
担 当

福祉の仕事は経験がないけど大丈夫？


